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菖あ

蒲や
め
塚づ
か
古
墳　

西
蒲
区
竹
野
町

　

菖
蒲
塚
古
墳
は
角
田
山
東と

う

麓ろ
く

の
台
地
先
端
部
、
平
地
と
の
比
高
約
二
〇
メ

ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。
全
長
五
三
メ
ー
ト
ル
と
県
内
最
大
ク
ラ
ス
の
古
墳
で

あ
る
と
と
も
に
、
日
本
海
側
で
最
北
端
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳
と
し
て
著

名
で
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
古
墳
周
辺
は
墓
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

菖
蒲
塚
古
墳
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
は
、
文
化
八
（
一

八
一
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
越
奇
談
』
で
あ
る
。
当
時

は
古
墳
時
代
の
墓
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
言
い
伝
え
に

基
づ
い
て
、
源
頼
政
の
妻
、
菖あ

蒲や
め

御ご

前ぜ
ん

が
葬
ら
れ
た
墓
と
さ

れ
た
。
ま
た
、
菖
蒲
塚
古
墳
に
隣
接
す
る
隼は

や

人と

塚づ
か

古
墳
は
、

そ
の
家
臣
の
猪い

の

隼は
や

太た

の
墓
と
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
古
墳
の
名

前
や
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）・
十
五
年
に
、
古
墳
の
範
囲
を

確
認
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
巻
町
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
菖
蒲
塚
古
墳
は
、
緩
や
か
な
傾
斜

を
も
つ
台
地
の
上
に
全
体
の
形
を
設
計
し
た
後
、
周
囲
に
溝
を
掘
り
、
そ
の
際
に
出
た
土
や
周
囲
の
整
地
作
業

図82　古墳の位置　２万
5000分１地形図「角田山」

図83　北上空から見た菖蒲塚古墳

図84　南西から見た菖蒲塚古墳の
台地
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第２章　弥彦・角田山周辺の遺跡

で
出
た
土
を
盛
り
上
げ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
土
を
盛
る
際
に
、
土
質
の
異
な
る
土
を
交
互

に
盛
る
な
ど
、
墳
丘
の
強
度
を
増
す
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

た
。
周
囲
の
溝
か
ら
は
、
古
墳
の
上
か
ら
転
落
し
た
と
考
え
ら

れ
る
壺つ

ぼ

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
壺
の
特
徴
か
ら
、
古
墳
時
代
前

期
の
後
半
（
四
世
紀
後
半
）
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
、
隼
人
塚
古
墳
の
調
査
も
行
わ
れ
、
直
径
約
二
一

メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
菖
蒲
塚
古
墳

と
同
じ
時
期
か
、
非
常
に
近
い
時
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
、
菖

蒲
塚
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
従
者
の
墓
の
可
能
性
も
推
測
さ

図85　菖蒲塚古墳・隼人塚古墳平
面図

図86　前方部に供えられたと
推定される壺

図87　 龍鏡　個人所蔵

図88　『北越奇談』の掲載図
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れ
て
い
る
。

　

菖
蒲
塚
古
墳
か
ら
江
戸
時
代
に
出
土
し
た
鏡
（

龍
だ
り
ゅ
う

鏡き
ょ
う）

は
、
直
径
約
二

三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
内
で
出
土
し
た
鏡
の
中
で
最
大
で
あ
る
。

古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
力
の
程
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
鏡
は
県
指
定
文
化

財
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
墳
の
麓
に
あ
る
金こ

ん

仙せ
ん

寺じ

に
は
、
江
戸
時
代
の

発
掘
で
出
土
し
た
ヒ
ス
イ
製
の
勾ま

が

玉た
ま

一
点
と
管
玉
七
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
の
後
円
部
の
埋
葬
施
設
内
に
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
国
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　

角
田
・
弥
彦
山
麓
に
は
、
ほ
か
に
前
方
後
円
墳
が
も
う
一
つ
あ
る
。
菖
蒲

塚
古
墳
か
ら
矢
川
沿
い
に
南
へ
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
に
あ
る
、
弥
彦
村

の
稲
場
塚
古
墳
で
あ
る
。
全
長
二
六
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、
採
集
遺
物
や
古
墳

の
形
か
ら
、
県
内
で
最
も
古
い
時
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
菖
蒲
塚

古
墳
の
前
方
部
は
稲
場
塚
古
墳
の
方
角
に
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
菖
蒲
塚
古

墳
の
全
長
は
稲
場
塚
古
墳
の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
。
造
ら
れ
た
時
期
が
や
や
異

な
る
も
の
の
、
二
つ
の
前
方
後
円
墳
の
関
連
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

図89　副葬品と推定される勾玉(左端）と管玉　金仙寺所蔵


